
 

    医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。    
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使用上の注意改訂のお知らせ 
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 この度，上記製品につきまして「使用上の注意」の一部を改訂（下線部分）いたしましたので，

お知らせ申し上げます。 

なお，改訂添付文書を封入した製品がお手元に届くまでには若干の日数が必要ですので，今後

のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 
 

 

 

 

＜改訂内容＞（      ：自主改訂） 
改 訂 後 現   行 

 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

１．～２．： 現行どおり 
３．タクロリムス（外用剤を除く），ピタバスタチン，ロ

スバスタチン，ボセンタン，アリスキレン，アスナ

プレビル，バニプレビル，グラゾプレビルを投与中

の患者（「相互作用」の項参照） 
４．： 現行どおり 

 

 

【禁忌（次の患者には投与しないこと）】 

１．～２．： 略 
３．タクロリムス（外用剤を除く），ピタバスタチン，ロ

スバスタチン，ボセンタン，アリスキレン，アスナ

プレビル，バニプレビルを投与中の患者（「相互作用」

の項参照） 
４．： 略 

 

 

３．相互作用 

（1）併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（現行どおり） 
バニプレビル 
（バニヘップ） 
グラゾプレビル 
（グラジナ） 

これらの薬剤の血中

濃度が上昇するおそ

れがある。 

本剤の有機アニ

オントランスポ

ーター阻害によ

り，これらの薬剤

の肝取込みが抑

制されると考え

られる。 
 

 

３．相互作用 

（1）併用禁忌（併用しないこと） 
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（略） 
バニプレビル 
（バニヘップ） 

バニプレビルの血中

濃度が上昇するおそ

れがある。 

本剤の有機アニ

オントランスポ

ーター阻害によ

り，これらの薬剤

の肝取込みが抑

制されると考え

られる。 
 

 
 



 
改 訂 後 現   行 

 

（2）併用注意（併用に注意すること） 
 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（現行どおり） 

アセタゾラミド 
カルベジロール 
ヒドロキシクロロ

キン 
メトロニダゾール 

本剤の血中濃度が上

昇することがあるの

で，併用する場合に

は血中濃度を参考に

投与量を調節するこ

と。 
また，本剤の血中濃

度が高い場合，腎障

害等の副作用があら

われやすくなるの

で，患者の状態を十

分に観察すること。 

機序は不明であ

る。 

（現行どおり） 
オクトレオチド 
ランレオチド 
パシレオチド 
プロブコール 

本剤の血中濃度が低

下することがあるの

で，併用する場合に

は血中濃度を参考に

投与量を調節するこ

と。特に，移植患者

では拒絶反応の発現

に注意すること。 

これらの薬剤が

本剤の吸収を阻

害すると考えら

れる。 

（現行どおり） 
ドセタキセル 
パクリタキセル （現行どおり） （現行どおり） 
エゼチミブ 
オムビタスビル・

パリタプレビル・

リトナビル 

本剤又はパリタプレ

ビルの血中濃度が上

昇する可能性がある

ので，併用する場合

には血中濃度を参考

に投与量を調節する

こと。 

リ ト ナ ビ ル の

CYP3A4 阻害及

びパリタプレビ

ルの有機アニオ

ントランスポー

ター阻害により

本剤の血中濃度

が上昇すると考

えられる。本剤の

有機アニオント

ランスポーター，

乳癌耐性蛋白及

びP糖蛋白阻害に

より，パリタプレ

ビルの血中濃度

が上昇すると考

えられる。 
コルヒチン （現行どおり） （現行どおり） 
トルバプタン 
チカグレロル 
レンバチニブ 

これらの薬剤の血中

濃度が上昇し，作用

が増強するおそれが

ある。 

本剤のP糖蛋白阻

害によりこれら

の薬剤の血中濃

度が上昇するこ

とがある。 
ダビガトラン 
エドキサバン 

これらの薬剤の血中

濃度が上昇し，抗凝

固作用が増強するお

それがある。 

本剤のP糖蛋白阻

害によりこれら

の薬剤の血中濃

度が上昇するこ

とがある。 
リファキシミン リファキシミンの血

中濃度が上昇し，作

用が増強するおそれ

がある。 

本剤の P 糖蛋白，

CYP3A4，有機ア

ニオントランス

ポーター阻害に

よりリファキシ

ミンの血中濃度

が上昇すること

がある。 
リオシグアト （現行どおり） （現行どおり） 

（現行どおり） 
エルトロンボパグ エルトロンボパグの

血中濃度が低下した

との報告及び高値を

示したとの報告があ

る。 

機序は不明であ

る。 

 

（2）併用注意（併用に注意すること） 
 

 

 

← 記載なし 

 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

（略） 

アセタゾラミド 
カルベジロール 

本剤の血中濃度が上

昇することがあるの

で，併用する場合に

は血中濃度を参考に

投与量を調節するこ

と。 
また，本剤の血中濃

度が高い場合，腎障

害等の副作用があら

われやすくなるの

で，患者の状態を十

分に観察すること。 

機序は不明であ

る。 

（略） 
オクトレオチド 
ランレオチド 
プロブコール 

本剤の血中濃度が低

下することがあるの

で，併用する場合に

は血中濃度を参考に

投与量を調節するこ

と。特に，移植患者

では拒絶反応の発現

に注意すること。 

これらの薬剤が

本剤の吸収を阻

害すると考えら

れる。 

（略） 
ドセタキセル 
パクリタキセル （略） （略） 
エゼチミブ 
 

 

 

 

 

 

 

← 記載なし 

 

 

 

 

 

 

 
コルヒチン （略） （略） 
トルバプタン トルバプタンの血中

濃度が上昇し，作用

が増強するおそれが

ある。 

本剤のP糖蛋白阻

害によりトルバ

プタンの血中濃

度が上昇するこ

とがある。 
ダビガトラン ダビガトランの血中

濃度が上昇し，抗凝

固作用が増強するお

それがある。 

本剤のP糖蛋白阻

害によりダビガ

トランの血中濃

度が上昇するこ

とがある。 
 

 
 
← 記載なし 

 
 
 
 
 

リオシグアト （略） （略） 
（略） 



 

 

＊改訂内容につきましては DSU No.263 に掲載の予定です。 
 

 

＜改訂理由＞ 

・ グラゾプレビル（商品名：グラジナ）において，「シクロスポリン」が「併用禁忌」とされていることか

ら，整合をとるため，本剤においても「グラゾプレビル」を「禁忌」および「相互作用」の「併用禁忌」

の項に追記いたしました。 

・ ヒドロキシクロロキン（商品名：プラケニル），メトロニダゾール（商品名：フラジール），パシレオチ

ド（商品名：シグニフォー），オムビタスビル・パリタプレビル・リトナビル（商品名：ヴィキラックス），

チカグレロル（商品名：ブリリンタ），レンバチニブ（商品名：レンビマ），エドキサバン（商品名：リ

クシアナ），リファキシミン（商品名：リフキシマ），エルトロンボパグ（商品名：レボレード）におい

て，「シクロスポリン」が「併用注意」とされていることから，整合をとるため，本剤においても「ヒド

ロキシクロロキン」，「メトロニダゾール」，「パシレオチド」，「オムビタスビル・パリタプレビル・リト

ナビル」，「チカグレロル」，「レンバチニブ」，「エドキサバン」，「リファキシミン」，「エルトロンボパグ」

を「相互作用」の「併用注意」の項に追記いたしました。 

 

 

なお，改訂後の添付文書は日医工株式会社ホームページ 

http://www.nichiiko.co.jp/medicine/medicine_m_seihin.html 

及び医薬品医療機器情報提供ホームページ http://www.pmda.go.jp/ に掲載いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

シクロスポリン 17-044A 


